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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
昭
和
五
四
年
三
月
一
一
一
一
一
日
(
金
〉
午
後
一
時
半
l
五
時

「
現
代
の
知
的
課
題
ー
ー
そ
の
一
断
面
」報

告

者

藤

凶

省

三

一

氏

出

席

者

一

五

名

制
度
的
前
提
を
無
批
判
に
受
け
容
れ
て
書
き
、
書
く
時
に
真
理
惑
が
な

い
。
現
代
の
学
問
的
停
滞
は
覆
う
べ
く
も
な
い
。
全
体
性
に
つ
い
て
の
感
覚

の
欠
如
、
パ
ー
ス
ベ
ク
テ
ィ
ヴ
の
喪
失
、
世
界
を
せ
お
い
世
界
に
応
答
す
る

精
神
の
衰
弱
。
こ
れ
ら
は
現
代
の
学
問
の
病
の
症
候
群
だ
。
現
在
、
人
間
の

文
明
は
ゆ
き
つ
く
所
ま
で
ゆ
き
っ
き
、
未
来
像
は
極
限
的
に
縮
少
し
て
い

る
。
今
な
す
べ
き
こ
と
は
、
人
類
史
の
過
去
の
経
験
を
洗
い
な
お
し
総
反
省

す
る
こ
と
だ
。
ち
ょ
う
ど
W
・
パ
ジ
ヨ
ッ
ト
が
、
化
学
の
偉
大
な
発
見
は
、

そ
れ
ま
で
ダ
メ
だ
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
た
も
の
を
洗
い
な
お
し
再
び
と
り

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
、
と
の
べ
て
い
る
よ
う
に
。

語
る
、
と
い
う
こ
と
は
雨
義
的
で
あ
る
。
カ
タ
ル

l
刷
る
、
だ
ま
す
。
ヵ

タ
|
型
、
形
づ
く
る
。
水
俣
病
裁
判
で
語
ら
れ
た
こ
と
ば
が
、
法
廷
用
に
、

現
実
と
は
ち
が
っ
た
一
つ
の
世
界
を
形
づ
く
っ
た
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。
学

聞
に
お
い
て
も
同
様
。
論
文
用
に
一
つ
の
世
界
を
組
み
立
て
る
。
そ
れ
は
真

実
と
は
別
物
だ
。
こ
と
ば
が
収
奪
さ
れ
つ
く
し
て
い
る
。
こ
と
ば
の
も
と
、

社
会
の
も
と
を
発
見
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
も
と
に
接
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。
一
月
に
一
回
は
本
物
の
感
動
が
。
ー

l
リ
シ
ゼ
イ
・
ワ
グ
ナ
l
、

ピ
l
タ
l
・
フ
ォ

γ
ダ
が
演
ず
る
と
こ
ろ
の
映
画
『
二
人
』
。
鴎
外
が
雑
誌
『
太

陽
』
記
者
の
イ

γ
タ
ピ
ュ

l
に
答
え
た
「
現
代
思
想
」
と
い
う
文
章
(
『
太

陽
』
一
九

O
九
年
一

O
月
、
岩
波
『
鴎
外
全
集
』
第
五
巻
所
収
)
の
中
で
、

バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
オ
の
戯
曲
「
悪
魔
の
弟
子
」
に
ふ
れ
て
、
そ
の
根
本
問

題
l
ー
ー
教
義
や
提
や
こ
と
ば
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
仁
や
義
や
そ
の
他
の
徳
H

の
如
何
な
る
も
の
と
も
全
く
違
う
、
「
仁
」
や
「
義
」
が
こ
の
世
に
「
初
め

て
出
て
来
た
時
の
在
り
方
」

l
ー
を
衝
い
て
い
る
。
そ
れ
は
「
詩
的
敬
慶
さ

と
い
う
自
家
用
の
宗
教
」

(T-s-
エ
リ
オ
ッ
ト
)
に
よ
っ
て
だ
け
か
ろ
う

じ
て
人
間
の
気
高
さ
が
個
人
的
に
保
証
さ
れ
う
る
よ
う
な
現
代
的
状
況
と
深

〈
関
連
し
て
い
る
(
藤
田
省
一
二
「
根
本
的
な
こ
と
」
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
七

九
年
一
月
一
一
六
日
号
参
照
)

0

思
想
史
研
究
に
し
て
も
、
思
想
家
の
思
想
の
「
内
部
構
造
」
の
理
解
と
い

っ
た
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
こ
か
ら
は
み
出
し
た
民
衆
生
活
の
構
造
的
理
解

を
な
ぜ
こ
こ
ろ
み
な
い
の
か
。
こ
と
ば
と
し
て
で
は
な
く
も
の
と
し
て
、
生

活
の
事
実
そ
の
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
思
想
を
と
ら
え
る
こ
と
が
問

題
な
の
だ
。
例
え
ば
、
大
入
車
、
一
袈
応
(
う
ら
だ
な
)
、
・
:
:
こ
う
し
た
も

の
が
あ
る
時
期
に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
現
わ
れ
て
来
る
。
物
的
な
も
の
の
記
号

性
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
(
藤
問
、
「
市
村
弘
正
『
都
市
の
周
縁
』
を

め
ぐ
っ
て
」
、
『
月
刊
E
D
I
T
O
R
』
七
九
年
二
月
、
参
照
)
。
小
さ
い
も
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報

の
、
し
か
し
人
間
生
活
に
必
須
な
も
の
の
記
号
性
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
。

そ
れ
を
複
数
個
設
定
し
、
そ
れ
ら
の
構
造
的
関
係
・
相
互
関
係
を
と
ら
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
を
理
解
す
る
。

大
学
と
「
学
界
」
を
離
れ
て
自
白
人
と
な
っ
た
報
告
者
に
対
し
て
、
大
学

の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
専
門
」
に
携
わ
っ
て
い
る
出
席
者
か
ら
、
「
専
門
」

に
即
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
一
般
性
を
欠
い
た

地
方
誌
や
投
票
行
動
調
査
の
つ
ま
ら
な
き
、
水
俣
裁
判
の
中
で
諮
ら
れ
た
、

報
告
者
に
よ
っ
て
「
真
実
と
は
離
れ
た
別
の
世
界
を
か
た
ち
e
つ
く
っ
た
」
と

評
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
法
廷
語
に
も
、
積
極
的
な
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

等
々
。

雑

質
疑
応
答
の
中
で
、
報
告
者
か
ら
は
、
重
ね
て
、
も
の
の
も
と
を
見
る
た

め
に
も
の
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
パ

ν
リ
l
の
一
一
一
一
回
う
よ
う

に
、
「
ワ
レ
時
三
考
フ
。
故
ニ
ワ
レ
時
ニ
存
在
ス
」
が
現
実
だ
。
自
明
性
が

高
い
社
会
は
知
的
創
造
に
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
そ
こ
で
は
、
規
範
や
原
則
に

つ
い
て
の
思
考
が
鈍
く
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
制
度
の
自
明
性
を
根
本
的

に
聞
い
な
お
す
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。
特
権
的
な
年
金
生
活
者
と
胎
児
性
水

俣
病
患
者
と
を
比
べ
て
見
よ
、
:
:
・
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

O
昭
和
五
四
年
四
月
二
七
日
(
金
)
午
後
一
時
半
四
時

「
価
値
観
変
化
と
政
治

|
lイ
γ
ゲ
ル
ハ
!
ト
『
静
か
な
る
革
命
』

の
紹
介
l
|
|」

報
告
者

出
席
者

荒

木

俊

夫

氏八
名

六

O
年
代
の
末
以
降
、
「
脱
工
業
社
会
」
「
豊
か
な
社
会
」
に
お
け
る
意
識

や
価
値
観
の
変
化
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
議
論
は
そ
れ
ぞ
れ
刺
戟

的
で
は
あ
る
が
、
実
証
性
に
と
，
ほ
し
い
と
い
う
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
岡
山

-
F
m
o
-
Z
F
吋
宮

ω
F
r
z
H
μ
2
0
-
5
5ロ
(
一
一
一
宅
一
郎
他

訳
「
静
か
な
る
革
命
」
)
は
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
調
査
デ
ー
タ
を
も
っ
て
、

こ
の
問
題
に
実
証
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
す
る
。

著
者
の
価
値
観
変
化
の
分
析
は
、
二
つ
の
理
論
仮
説
を
前
提
と
し
て
い

る
。
一
つ
は
、
基
礎
的
欲
求
が
か
な
り
の
程
度
充
足
さ
れ
た
後
に
な
っ
て
始

め
て
、
よ
り
高
次
の
欲
求
が
現
わ
れ
る
と
い
う
マ
ス
ロ
ー
に
よ
る
欲
求
の
階

層
理
論
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
人
格
形
成
期
に
ひ
と
た
び
確
立
さ
れ
た
基

本
的
態
度
は
成
人
期
を
通
じ
て
容
易
に
変
化
し
な
い
と
い
う
政
治
世
代
論
で

あ
る
。
第
二
次
大
戦
と
経
済
的
窮
乏
を
経
験
し
た
世
代
は
、
生
物
学
的
欲
求

や
安
全
欲
求
、
つ
ま
り
経
済
や
秩
序
維
持
、
国
防
に
高
い
価
値
を
お
く
の
に

対
し
、
平
和
と
繁
栄
の
時
代
に
育
っ
た
若
い
世
代
は
、
参
加
や
一
言
論
の
自
由

と
い
っ
た
よ
り
高
次
の
価
値
を
強
調
す
る
。
著
者
は
、
こ
れ
を
物
質
主
義
対

脱
物
質
主
義
の
対
立
と
よ
び
、
欧
米
諸
国
に
お
い
て
も
現
在
で
は
脱
物
質
主

義
者
は
少
数
に
す
ぎ
な
い
が
、
世
代
交
替
が
す
す
む
に
つ
れ
徐
A

に
多
数
を

占
め
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
す
る
。
も
と
よ
り
、
脱
物
質
主
義
者
が
若
い

年
令
層
に
多
い
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
、
価
値
観
変
化
が
起
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
証
拠
と
な
る
の
は
、
「
世
代
論
」

仮
説
を
前
提
と
す
る
限
り
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
年
令
差
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
仮
説
に
よ
る
解
釈
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
著
者
は
、
時
系
列
デ
ー
タ
を

欠
く
こ
う
し
た
論
証
の
弱
点
を
認
め
つ
つ
も
、
さ
ら
に
二
つ
の
間
接
証
拠
に

北法30(2・160)492



法学会記事

よ
っ
て
、
変
化
が
起
っ
て
い
る
こ
と
を
推
定
出
来
る
と
す
る
。
第
一
に
、
年

令
に
よ
る
価
値
観
の
違
い
が
、
国
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
大

戦
に
よ
る
災
害
の
程
度
と
経
済
成
長
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
と
み
な
し
得

る
こ
と
、
第
二
に
、
同
一
年
令
層
で
あ
っ
て
も
、
人
格
形
成
期
に
お
い
て
経

済
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
も
の
は
、
脱
物
質
主
義
的
に
な
り
や

す
い
こ
と
(
パ
ス
解
析
に
よ
る
)
。

価
値
観
変
化
(
及
び
政
治
技
能
の
大
衆
化
)
が
政
治
に
与
え
る
イ

γ
パ
ク

ト
と
し
て
、
-
政
治
争
点
の
変
化
、

2
政
治
対
立
の
社
会
的
基
盤
の
変
化
、

3
国
民
国
家
へ
の
忠
誠
心
の
弱
化
、

4
政
治
参
加
の
型
の
変
化
、
の
四
つ
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
2
が
興
味
深
い
。
一
方
で
脱
物
質
主
義
者
は
左

翼
政
党
を
支
持
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
他
方
彼
ら
は
労
働
者
階
級
よ
り
も
中

産
階
級
に
そ
の
社
会
的
な
根
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
、
工
業
社
会
の

政
治
的
対
立
の
基
礎
に
あ
っ
た
階
級
差
を
弱
め
る
よ
う
に
働
く
。
階
級
的
、

経
済
的
対
立
に
基
づ
く
政
治
は
、
あ
る
程
度
の
経
済
的
豊
か
さ
が
実
現
さ
れ

た
社
会
に
お
い
て
は
、
争
点
の
妥
協
可
能
性
か
ら
、
激
し
い
対
立
を
回
避
し

得
る
が
、
価
値
観
対
立
に
基
づ
い
た
政
治
対
立
は
道
徳
主
義
的
色
彩
を
お

び
、
非
妥
協
的
な
も
の
と
な
る
。

イ
シ
ゲ
ル
ハ

l
ト
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
マ
ー
ジ
ュ
の
も

の
が
あ
る
。
彼
は
、
独
自
の
調
査
デ
!
タ
を
も
っ
て
、
脱
物
質
主
義
者
は
高

い
収
入
を
得
よ
い
職
業
に
つ
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
、
物
質
的

な
不
満
が
高
く
、
安
全
に
対
す
る
心
配
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
ィ

γ
ゲ
ル
ハ

l
卜
自
身
は
、
こ
の
批
判
に
対
し
、
客
観
的
充
足
と
主
観
的
満
足

と
は
平
行
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
反
批
判
を
試
み
て
い
る
が
、
必
ず
し

も
成
功
し
て
い
な
い
。
本
書
の
基
本
的
弱
点
は
、
変
化
を
論
じ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
時
系
列
デ
ー
タ
を
も
っ
て
い
な
い
点
に
あ
る
が
、
著
者
は
そ

の
後
再
度
の
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
結
果
の
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。

O
昭
和
五
四
年
五
月
一
八
日
(
金
)
午
後
一
時
半
i
五
時

「
北
海
道
の
離
婚
」

報
告
者

正

男

氏

恒

夫

氏

晴

夫

氏

出

席

者

三

O
名

北
海
道
の
離
婚
率
は
、
昨
秋
山
別
に
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
た
の
に
対
し

て
、
戦
後
は
上
井
の
一
途
を
た
ど
り
、
昭
和
四
四
年
以
降
全
国
一
の
離
婚
率

を
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
高
離
婚
率
化
へ
の
変
動
要
因
な
ら
び
に
北
海
道
内

に
お
け
る
高
離
婚
率
地
域
の
離
婚
実
態
の
特
性
を
把
握
す
べ
く
な
さ
れ
た
共

同
研
究
成
果
の
中
間
報
告
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
北
海
道
の
高
離
婚
率
要
因
と
し
て
、
北
海
道
民
の
「
開
放
的

な
性
格
、
古
い
因
襲
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
気
質
が
、
ま
た
他
都
府
県
に
比
し

足
入
れ
婚
・
内
縁
が
少
な
く
、
婚
姻
届
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
上
げ
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
戦
前
の
低
離
婚
率
か
ら
戦
後
の
高
離

婚
率
へ
と
変
動
し
て
い
る
実
情
の
も
と
で
は
妥
当
性
を
も
た
ず
、
後
者
に
つ

い
て
は
北
海
道
に
の
み
固
有
の
現
象
で
あ
る
と
は
認
め
難
い
旨
の
指
摘
が
な

さ
れ
た
。
ま
た
、
諸
統
計
の
分
析
に
よ
っ
て
も
、
さ
ら
に
北
海
道
の
な
か
で

と
り
わ
け
離
婚
率
が
継
続
し
て
高
い
釧
路
市
、
・
赤
平
市
、
岩
内
町
に
お
け
る

久石山
々
夜、川岳

北法30(2・161)493



報

昭
和
四

O
年
、
凶
五
年
、
五

O
年
の
離
婚
届
に
よ
る
災
態
調
査
を
通
じ
て
み

て
も
、
婚
姻
期
間
が
一
年
未
満
の
離
婚
の
占
め
る
割
合
は
、
全
国
の
そ
れ
よ

り
も
少
な
く
、
逆
に
夫
四

O
代
以
上
の
年
齢
層
の
船
舶
婚
の
占
め
る
割
合
が
全

国
平
均
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
北
海
道
の
夫
婦
は
簡
単

に
一
緒
に
な
り
簡
単
に
別
れ
る
」
か
ら
離
婚
が
多
く
な
る
と
の
一
般
的
説
明

は
妥
当
で
な
い
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

調
査
=
一
市
町
の
離
婚
実
態
と
し
て
、
一
般
的
に
婚
姻
期
間
の
長
い
高
年
齢

者
の
離
婚
が
全
国
統
計
に
比
し
て
多
く
、
別
居
(
離
婚
状
態
発
生
)
時
の
夫

の
職
業
で
は
、
運
転
手
、
建
設
労
務
者
の
、
裂
の
そ
れ
で
は
サ
ー
ビ
ス
業
従

事
者
が
多
く
、
ま
た
年
次
を
追
っ
て
妻
が
子
の
親
権
者
と
な
る
比
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
実
態
が
紹
介
さ
れ
た
。

戦
前
の
低
離
婚
率
が
戦
後
高
離
婚
率
に
転
じ
た
高
離
婚
率
化
の
変
動
要
因

に
つ
い
て
、
北
海
道
の
離
婚
率
が
急
激
に
域
加
し
た
時
期
が
北
海
道
に
お
け

る
郡
部
人
口
に
対
す
る
市
部
人
口
比
が
急
激
に
伸
び
た
時
期
に
対
応
し
て
い

る
こ
と
、
と
り
わ
け
北
海
道
の
人
口
構
成
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
に
離
農
、

漁
業
不
振
、
炭
鉱
閉
山
な
ど
に
よ
り
札
幌
市
を
含
む
道
内
主
要
都
市
に
流
入

す
る
と
い
う
現
象
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
主
要
都
市
は
人
口
の
飛
躍
的
な
社

会
増
を
招
い
た
。
こ
の
こ
と
が
札
幌
市
な
ど
主
要
都
市
人
ロ
の
北
海
道
人
口

に
占
め
る
比
重
を
高
か
ら
し
め
る
と
共
に
、
こ
の
都
市
へ
の
人
口
集
中
の
過

程
に
お
け
る
転
職
・
転
住
が
住
民
意
識
・
生
活
環
境
を
大
き
く
変
え
る
結
果

を
生
み
、
ま
た
第
一
次
・
第
二
次
産
業
従
事
者
の
都
市
流
入
に
よ
る
こ
れ
ら

主
要
都
市
に
お
け
る
第
三
次
産
業
従
事
者
人
口
比
を
高
め
た
と
い
う
都
市
の

社
会
経
済
構
造
の
急
激
な
変
化
の
過
程
に
お
い
て
、
通
常
一
般
的
に
働
い
て

雑

い
る
離
婚
抑
制
機
能
が
そ
の
働
き
を
弱
め
る
結
果
を
生
ん
だ
こ
と
が
、
高
離

婚
率
化
の
要
因
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
推
論
が
種
止
の
統
計
を
相
互
に
関
連

さ
せ
た
資
料
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
。

出
席
者
の
関
心
を
引
き
付
け
る
テ
1
7
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
離
婚
と
特
定

職
業
と
の
関
係
、
離
婚
と
経
済
的
不
安
定
と
の
結
び
つ
き
、
北
海
道
に
お
け

る
家
族
制
度
的
規
範
意
識
の
存
否
お
よ
び
そ
の
変
化
、
制
附
婚
率
の
も
つ
怠
味

お
よ
び
そ
の
限
界
、
今
後
の
研
究
上
の
課
題
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
活
発
な
質

疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
た
。
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O
昭
和
五
四
年
六
月
二
六
日
(
火
)
午
前
一

O
時
半
|
午
後
一
時

「
一
九
四
五
年
後
の
ブ
ラ

γ
ス
に
つ
い
て
」

講
師
寺
フ
ル
タ
l

ニ
ュ
大
学
人
文
社
会

学
部
現
代
史
主
任
教
授

ジ
ャ
ッ
ク
・
ネ
レ
氏

(
]
凶
門
官

g
Z合
か
)

通

訳

出

体

瀬

忠

一

氏

出

席

者

一

九

名

講
演
は
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
占
領
か
ら
解
放
さ
れ
た
一
九
四
五
年
よ
り
第
四

共
和
制
が
終
了
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
市
場
が
発
足
し
た
一
九
五
八
年
ま
で

の
、
ブ
ラ
シ
ス
の
政
治
・
経
済
に
関
す
る
。

一
九
四

O
年
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る
敗
北
は
、
ブ
ラ
シ
ス
人
の
そ
れ
ま
で
の

経
済
生
活
・
思
想
を
ゆ
さ
ぶ
っ
た
。
解
放
後
ブ
ラ

γ
ス
人
は
、
第
四
共
和
制

の
よ
う
な
脆
弱
な
体
制
を
採
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
考
え
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て
い
た
強
力
な
行
政
権
と
、
人
民
戦
線
に
由
来
す
る
、
国
民
投
票
に
よ
り
支

持
さ
れ
大
政
党
に
よ
り
指
導
さ
れ
る
強
力
な
立
法
議
会
と
の
間
の
後
者
を
採

用
し
た
(
第
四
共
和
制
〉
。
し
か
し
小
党
分
裂
が
続
き
、
国
民
全
体
の
合
意

を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
こ
の
体
制
は
結
局
失
敗
し
た
。

こ
の
よ
う
に
政
治
の
分
野
で
は
戦
前
か
ら
の
転
換
が
な
さ
れ
な
い
間
に
、

他
の
分
野
で
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
一
は
人
口
の
噌
加
で
あ

る
。
そ
の
原
因
は
多
岐
に
亙
る
が
、
農
地
分
割
合
}
避
け
る
た
め
に
出
産
を
抑

制
し
て
い
た
農
村
人
口
が
減
少
し
た
こ
と
、
教
育
の
無
償
化
・
家
族
手
当
・

租
税
の
家
族
控
除
、
社
会
保
障
の
充
実
な
ど
に
よ
り
子
女
の
養
育
が
谷
易
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
三
は
、
著
し
い
経
済
成
長
で
あ
る
。
占

領
下
の
計
画
経
済
の
経
験
、
レ
ジ
ス
タ
シ
ス
に
お
け
る
国
有
化
の
思
想
、
占

領
後
の
貧
困
な
消
費
生
活
、
破
壊
さ
れ
た
基
幹
的
な
施
設
の
再
建
の
必
要
性

な
ど
が
、
国
有
化
・
計
画
化
と
い
う
新
し
い
枠
組
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
計

画
経
済
の
成
功
は
、
戦
前
み
ら
れ
た
経
済
上
の
マ
ル
サ
ス
主
義
を
撃
ち
敗
か

し
た
。
こ
の
経
済
成
長
は
国
外
か
ら
の
援
助
に
依
存
し
、
ま
た
イ

γ
フ
レ
を

伴
っ
て
い
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
フ
ラ
ソ
ス
の
生
産
カ
は
国
際
的
な
競
争

に
耐
え
う
る
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

以
上
の
講
演
に
続
い
て
、
ヴ
ィ
ジ
l
政
権
の
再
評
価
、
国
有
化
の
勝
者
、

ア
ラ

γ
ス
人
の
計
画
的
な
思
考
の
由
来
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。
と
く
に
国
有

化
に
つ
い
て
は
、
本
当
に
経
済
成
長
に
寄
与
し
た
の
か
、
主
と
し
て
労
働
者

の
地
位
を
保
障
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
か
、
官
僚
化
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た

か
、
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
た
が
、
講
演
者
は
、
国
有
化
に
よ
り
企
業
施
設

が
整
備
さ
れ
経
済
発
展
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
、
国
有
化
さ
れ
て
も
各

企
業
の
自
主
性
が
認
め
ら
れ
て
お
り
官
僚
制
の
弊
害
は
小
さ
い
こ
と
を
指
摘

さ
れ
た
。

O
昭
和
五
四
年
七
月
一
一
一
一
日
(
金
〉
午
後
一
時
半
1

五
時

「
日
本
に
お
け
る
儒
教
|
|
予
備
的
考
察
」報
告
者

I
・
マ
ク
マ
レ

γ
氏

出

席

者

一

七

名

マ
グ
マ
レ

γ
博
士
は
ケ

γ
プ
リ
ジ
大
学
(
セ

γ
ト
・
ジ
ョ

γ
ズ
・
コ
レ
ジ
〉

に
学
び
、
陽
明
学
へ
の
関
心
か
ら
入
っ
た
熊
沢
蕃
山
の
研
究
に
よ
っ
て
博
士

号
を
取
得
、
ト
ロ

γ
卜
大
学
で
教
え
た
後
、
一
九
七
二
年
秋
オ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
(
セ

γ
ト
・
ア

γ
ト
ニ

l
ズ
・
コ
レ
ジ
)
に
転
じ
、
同
大
学
オ
リ
エ

γ
タ
ル
・
イ
シ
ス
テ
ィ
テ
ュ

l
ト
で
教
え
て
い
る
、
気
鋭
の
日
本
儒
学
研
究

者
で
あ
る
。
同
氏
の
研
究
に
は
、
一
、
英
国
に
お
け
る
古
典
研
究
の
伝
統
に

ふ
さ
わ
し
く
、
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
に
ま
で
遡
っ
て
テ
ク
ス
ト
を
綿
密
に
読

む
。
二
、
中
国
儒
教
を
し
っ
か
り
ふ
ま
え
た
上
で
日
本
儒
教
を
考
え
る
。

三
、
最
初
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、
儒
教
を
文
化
人
類

学
や
社
会
学
の
観
点
か
ら
と
ら
え
る
方
向
に
発
展
し
て
い
る
。
四
、
第
二
、

第
三
か
ら
し
て
、
日
本
に
お
け
る
中
国
か
ら
の
儒
教
の
受
'
討
を
中
・
日
二
つ

の
文
化
形
態
の
比
較
及
び
前
者
か
ら
後
者
へ
の
文
化
の
伝
矯
と
変
容
と
い
う

観
点
か
ら
と
ら
え
る
ー
ー
と
い
っ
た
特
徴
が
う
か
が
わ
れ
る
。
本
日
の
報
告

も
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
み
を
よ
く
一
訴
す
も
の
で
あ
っ
た
。

一
は
じ
め
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
『
日
本
エ

γ
サ
イ
ク
ロ
ベ
デ
ィ

ア
』
の
た
め
に
王
仁
の
来
朝
か
ら
戦
後
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
歴
史
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有t

を
概
観
し
て
、
最
後
に
ゆ
き
つ
く
の
は
、
結
局
術
教
は
ど
れ
だ
け
日
本
社
会

の
旧
制
実
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
し
か
も
こ

れ
に
つ
い
て
は

E
・
o-ラ
イ
ジ
ヤ
ウ
ア
の
『
ザ
・
ジ
ャ
バ
ニ
ー
ズ
』
の
「
現

代
の
日
本
人
に
は
・
:
:
未
だ
儒
教
の
倫
理
的
価
値
の
影
響
が
深
く
し
み
こ
ん

で
い
る
。
:
:
:
自
分
が
術
家
だ
と
信
じ
る
人
は
殆
ん
ど
い
な
い
が
、
あ
る
な

味
で
日
本
人
の
殆
ん
ど
が
儒
家
で
あ
る
」
(
甘
-
N
S
と
い
う
見
方
(
「
高
度
成

長
」
は
現
代
日
本
に
お
け
る
同
教
の
思
想
的
遺
産
に
よ
る
所
が
大
き
い
と
い

う
森
嶋
通
夫
教
授
の
説
〔
同
氏
『
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
』
誌
寄
稿
論
文
〕
な
ど
も

こ
れ
に
近
い
と
い
え
よ
う
〉
か
ら
、
津
間
左
右
士
口
の
「
彼
等

(
l
「
一
般
民

衆
」
)
の
道
徳
生
活
と
儒
教
と
の
間
」
に
は
「
極
め
て
わ
ず
か
な
、
ま
た
間

接
的
な
、
或
る
関
係
」
(
『
シ
ナ
思
想
と
日
本
』
、
『
全
集
』
第
二

O
巻
二
六

O

頁
)
し
か
な
い
と
い
う
説
ま
で
、
見
方
は
大
き
く
分
れ
て
い
る
。

叫
抑
止
ロ
者
は
儒
教
を
政
治
論
、
家
族
倫
理
、
個
人
倫
理
の
三
つ
に
レ
(
ル
に

お
い
て
、
一
方
で
は
中
国
儒
教
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
規
定
、
他
方
で
は
古
代

お
よ
び
近
世
日
本
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
規
定
を
対
比
し
て
問
題
に
迫
る
。

ニ
儒
教
と
政
治
政
治
論
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
答
え
は
比
較
的
終

日
制
に
え
ら
れ
る
。
日
本
は
七
、
八
世
紀
に
お
い
て
陪
唐
の
法
家
・
儒
家
の
折

衷
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
受
容
し
て
律
令
国
家
の
制
度
を
作
っ
た
が
、
そ
れ
は
早

く
崩
壊
し
、
日
本
人
の
実
際
生
活
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
封
建
制
に
よ
っ

て
と
っ
て
替
ら
れ
た
。
点
永
式
目
や
武
家
諸
法
度
に
お
け
る
儒
教
の
影
響
は

潤
色
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
い
え
ば
潤
色
に
役
立
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
儒
教
と
無
縁
な
日
本
の
封
建
社
会
と
儒
教
の
政
治

理
想
の
閑
に
あ
る
績
の

R
O
E
8
2
2
m
g
B
が
存
在
し
た
こ
と
を
一
万
す
。

雑

こ
の
〈
親
和
関
係
〉
は
、
儒
教
の
日
本
社
会
へ
の
珍
透
を
考
え
る
上
で
鍵
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
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三
儒
教
と
家
族
制
度
日
本
の
律
令
に
お
け
る
家
族
の
規
定
を
唐
の
そ

れ
と
比
較
す
る
と
、
①
服
耐
火
。
服
紀
(
ぶ
く
き
)
は
系
統
的
に
短
縮
さ
れ
て

い
る
。
服
喪
の
対
象
と
な
る
親
族
の
範
囲
が
せ
ば
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、
安

に
対
し
て
妥
と
同
じ
く
央
に
服
す
る
の
は
中
国
に
は
見
ら
れ
ぬ
現
象
で
あ

る
。
ま
た
そ
の
中
で
、
中
国
で
は
父
系
親
族
の
た
め
の
服
拠
が
よ
監
視
さ
れ
て

い
た
の
に
対
し
、
日
本
で
は
、
よ
り
八
対
称
的
〉
に
な
っ
て
い
る
。
②
結
婚

に
お
い
て
、
日
本
の
律
に
は
同
姓
不
安
の
禁
が
抜
け
て
い
る
こ
と
も
、
伊
〈
系

的
原
理
(
品

E
t
n
y
z
n
…1
0〉
の
弱
さ
な
い
し
族
外
婚

(
2
0問
問
自
己
の

未
発
達
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
③
養
子
制
に
お
い
て
県
姓
養
子
が
認
め
ら

れ
て
い
る
の
も
父
系
的
原
理
の
弱
さ
の
反
映
と
い
え
よ
う
。
八
世
紀
と
い
う

中
国
崇
拝
の
極
ま
っ
た
時
代
に
お
い
て
、
為
政
者
が
、
官
人
の
理
想
像
と
し

た
レ
ベ
ル
に
お
い
で
さ
え
家
族
制
度
の
儒
教
化
は
そ
れ
ほ
ど
徹
底
的
で
は
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
黄
金
時
代
目
徳
川
時
代
の
法
制

の
規
定
や
知
識
人
の
議
論
に
お
け
る
家
族
の
あ
り
方
を
見
て
も
、
儒
教
化
の

度
合
い
は
、
律
令
国
家
に
お
け
る
よ
り
徹
底
し
て
い
た
と
は
云
い
難
い
。

四
儒
教
と
個
人
①
孝
。
律
令
国
家
に
お
い
て
も
徳
川
社
会
に
お
い
て

も
、
孝
は
強
調
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
中
国
の
そ
れ
か
ら
は
か
な
り
隔
っ

て
い
た
。
よ
り
重
要
な
の
は
忠
と
孝
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
お
い
て
も

古
く
は
「
親
族
容
隠
」
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
②
忠
。
し
か
し
、

大
勢
と
し
て
い
え
ば
、
忠
を
孝
に
優
魁
さ
せ
、
「
忠
孝
一
本
」
が
一
不
す
よ
う

に
孝
を
忠
に
包
含
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
そ
も
そ
も
日
本
の
忠



観
念
が
儒
教
に
負
う
と
こ
ろ
少
く
、
日
本
凶
有
の
も
の
か
ら
発
生
し
た
こ
と

に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

報
告
の
力
点
が
家
族
倫
県
に
お
か
れ
た
と
同
じ
よ
う
に
討
論
も
、
日
本
お

よ
び
中
国
に
お
け
る
家
族
の
実
態
と
そ
の
倫
剤
、
孝
の
観
念
を
め
ぐ
っ
て
活

発
で
あ
っ
た
。
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